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校本と略記し、巻数および上下の別を付記する（例 新校本第 13 巻上）。 



































































































 花巻駅を出て、人がまばらな商店街を豊沢川に向かって 30 分ほど歩くと、賢治の実家が
あった場所に、今でも「宮澤」という表札がかかっている。賢治は明治 29（1896）年 8 月
27 日、当時、岩手県稗貫郡里川口町（現在の花巻市豊沢町）と呼ばれたこの地で質屋・古
着商を営む父・宮沢政次郎、母・宮沢イチの長男として生まれた2。賢治の幼いころには政
                                                   
1 賢治は「一緒」と書くさいに「一諸」という漢字を常用しており、新校本でも「一諸」
と記している（新校本第 2 巻: xxi）ため、本稿でもこれに従っている。 
2 戸籍上は明治 29 年 8 月 1 日、岩手県稗貫郡里川口村川口町生まれとなっているが、里
川口村は明治 22 年に里川口町となり明治 30 年に花巻川口町となる。また、賢治生誕前後



































大正 7 年 3 月、21 歳で高農を卒業すると研究生に推薦されている。しかし、高農卒業の頃
から、賢治の「しくじり」続きの人生は本番を迎える。 












大正 10 年 12 月、25 歳の賢治は県視学らの推薦で稗貫農学校（賢治在職中に花巻農学校
と改称。現在の花巻農業高等学校）の教師になり、それから 4 年間、教師を続ける。大正 11




























事に取り組みながらも、再び悩み始めてしまう。そして、昭和 6 年 9 月、商品売り込みのた
めに上京した先で病に倒れ、再び実家で病臥することになった。このあとも賢治はみんなと
一緒に幸せになるという願いを求め続けていたが、再び健康を取り戻すことはなく、昭和 8







 1 章では先行研究と理論枠組みを検討し、2 章以降は賢治の生涯を時期ごとに区切って検










































単行本 254 冊、主要論文類 115 本を検討した山下聖美（2001）によれば、賢治は昭和 8
（1933）年に亡くなったが生前から 1940 年代にかけては賢治に対する「熱烈なる賛美」





















































「絶対真理」（大正 9 年〔12 月上旬〕保阪嘉内宛）を求めるという誓いを賢治と共に立てて
いる。賢治にとっては、賢治とトシ、賢治と嘉内という二者関係が重要だったというよりも、
自分とトシが共に「願い」へ向かう、自分と嘉内が共に「願い」へ向かうという三項図式が

































































































































































































































は「あなたと一諸に行かせて下さい」（大正 7 年 4 月 30 日保阪嘉内宛）、「どうか一所に参
らして下さい。わが一人の友よ」（〔大正 7 年日付不明〕保阪嘉内宛）、「私が友保阪嘉内、私









































































































































































































































































――――、2012、『定本 見田宗介著作集Ⅶ 未来展望の社会学』岩波書店。 
























 大正 7 年 3 月、宮沢賢治は 21 歳で盛岡高等農林学校（以下、高農）を卒業したあと、稗










を繰り返し迫っている。大正 9 年 4 月以前と推定される時期には日蓮主義の在家団体・国












                                                   
8 賢治が書いた手紙は新校本第 15 巻などで公開されている。嘉内宛の手紙は、嘉内が作成
した「大正一二、八、三○迄」と書かれた「書簡集成 アザリアの三人から」というスク
ラップブックにまとめられていたもので、1968 年に『宮澤賢治 友への手紙』（保阪・小
沢編著 1968）で初めて公開された。スクラップブックに書かれていた日付から大正 12 年







用することにした9。大正 7 年から大正 10 年の間に賢治が書いた手紙は 165 通が現存して















保阪嘉内は高農では賢治の 1 年後輩であるが、明治 29 年生まれで賢治と同い年である。
山梨県北巨摩郡駒井村（現在の山梨県韮山市藤井町駒井）の地主の長男として生まれ、大正

























































                                                   






もちよい静けさを齋します」（大正 7 年〔12 月 10 日前後〕嘉内宛）。 
2 人はどのような誓いを立てたのだろう。嘉内宛の手紙には「吾々は曾て絶対真理に帰命
したではないか」（大正 9 年〔12 月上旬〕嘉内宛）、「曾って盛岡で我々の誓った願／我等と








号（大正 6 年 7 月 1 日発行）に賢治が書いた散文「『旅人のはなし』から」に答えるように
















7 年 2 月 20 日発行）に掲載した「社会と自分」という文章には「今だ、帝室を覆すのとき




                                                   
































79）を贈り、「本気に一品でも御読み下さい」（大正 7 年〔3 月 20 日前後〕嘉内宛）と法華
経への帰依を勧め、このあとも繰り返し嘉内に法華経信仰を迫っていくことになる。 
                                                   














年 5 月 19 日嘉内宛）が言及されている。この手紙には、徴兵検査の結果や菜食を始めたこ
となどが書かれているのだが、嘉内は「この頃は誰にもこんなに感傷的な事を云はないので
あなただけに向かつては是非其れを云はして呉れろと云ふ意味で手紙にいろいろ書いてよ




くのだ」（保阪・小澤編著 1968: 116-7）。2 人が見つめる何かとは誓いのことを指している
と考えられる。嘉内は同じ誓いを見つめている賢治も自分と同じように思うにまかせない
状況に置かれていると考え「同化」したような嬉しさを感じているというのだ。 
大学受験勉強に励んでいた嘉内にさらなる悲劇が襲う。大正 7 年 6 月、母・保阪イマが
亡くなったのだ。嘉内の母逝去に対しても賢治は、「南無妙法蓮華経」と 28 回書いて送った
り（大正 7 年〔6 月 20 日前後〕嘉内宛）、「如来寿量品」を書いて母親にお供えなさいと勧
めたりしている（大正 7 年 6 月 26 日嘉内宛）。 
 しかしこのときも嘉内は法華経信仰には進まない。嘉内は思い悩んだ末、大正 7 年 9 月
から 10 月頃、大学進学を諦め故郷・山梨の実家に戻り家業の農業を継ぐことを決意する（大
明編著 2007: 84）。嘉内はもともと村長になって故郷を美田で埋め尽くすという理想を持っ


























上で、2 人で誓いを立てた岩手山の思い出を書くのである（大正 7 年〔12 月 10 日前後〕嘉
内宛）。 
その後、大正 7 年 12 月 25 日に賢治はトシの看病のために上京する。上京中に起業計画
を立てるも政次郎の認めるところとならず、大正 8 年 2 月には帰郷し店番生活へと逆戻り
している。賢治はこの起業計画については嘉内に全く知らせていない。一方、嘉内は、4 月
















て、賢治自身が「何もしてゐな」かったからだと考えられる。大正 7 年 7 月 25 日の嘉内宛
ての手紙には、「私の気ばかりでさっぱり思う様に行が進まないのを御笑ひになるのでせう










とうおめおめと卒業してしまひました」（大正 7 年〔3 月 14 日前後〕嘉内宛）と書く一方で















意した大正 7 年 8 月に書かれたと推定される手紙には「私は何もできないのです。畑を掘
っても二坪も掘ればもう絶えず憩んでばかりゐる。（中略）それでもやつぱり稼ぎたくて仕
方がないのです」、つまり、自分は稼ぎたいのだが「からだ」がそれを許さないのだと書い
ている。また、大正 8 年 4 月（推定）には、「この間私は半俵の菊芋の種、一俵の灰を背負
って十町程行きました それから頭が鋭く痛み夜は盗汗します。あなたは御丈夫で結構で
す 折角お大じに」と、嘉内は「丈夫」な「からだ」であるからこそ、実践が可能なのだと





                                                   
13 詳しい説明は割愛するが以下の嘉内宛の手紙からも「からだ」が言い訳として機能して
いたことが推測できる。「あなたの御健康を御喜び申します」（大正 7 年〔7 月 24 日〕）、














大正 7 年 5 月 16 日の嘉内宛の手紙では、嘉内に徴兵検査の結果を伝えると、そのまま改
行もせずに自分は菜食を始めたことを暴露している。この唐突さは、菜食は、賢治の信仰に
由来しているだけではなく、兵役を免れる「からだ」を持つことに対する引け目を埋め合わ
せるものでもあったことを推測させる。また、大正 8 年 12 月から大正 9 年 11 月まで嘉内
は一年志願兵として入営した。賢治は入営中の嘉内を慰めるつもりで手紙を送ったところ






な実践へと押し出したのではないだろうか。大正 9 年 4 月中旬以前と推定される時期に、
賢治は国柱会へ入会（新校本第 15 巻校異篇: 95）、大正 9 年 10 月にはうちわ太鼓を叩いて
唱題行を行い、法華経信者としての行動が目立ってくる。この時期、嘉内は兵役中である。 
国柱会は、田中智学が明治 13 年に立ち上げた法華経研究サークルである蓮華会を創始と
し、何回かの改称を経たのち、大正 3 年に設立された（上田 1985: 152）。田中は新聞や雑




                                                   
上並びに身体上の都合に依り寧ろ小生を以って可能とする範囲の労働に従事致すを以て最
適とする次第に御座候」（大正 7 年 9 月 27 日）、「先生が来ても随いても歩けず」（賢治は
「け」にわざわざ傍点を付している）（大正 7 年〔12 月初め〕）、「少々加減が悪くていけま
せんから今日はこれで失礼いたします。御健康を祈る」（大正 9 年 9 月 4 日）。 



























うになる。大正 9 年 8 月 14 日には兵役終了まで 3 ヶ月もあるにも関わらず「兵役ももう少
しですな」、「軍人になってはいかゝ゛ですか。いやうそだ、うそだ」、9 月 23 日には「御除
隊後は筆、鋤、試験管の孰れをお採り被遊候哉」と書き送っている。そして 11 月 30 日に
嘉内が除隊すると、それを待っていたかのように、12 月 2 日「御静動承りたく存じます」
と書き、自分は国柱会信行部に入信したことを伝える。その後も、繰り返し嘉内に法華経帰
依を迫り、大正 10 年 1 月中旬（推定）の手紙で自分自身の入信に至る経緯として唱題行を
行ったことを暴露し、嘉内にも勧め、入信を決意させようとしている。 
 賢治の実践はさらに過剰さを増し、大正 10 年 1 月 23 日、遂に家族に無断で上京し東京
の鶯谷にあった国柱会を訪ねる。賢治はさっそく嘉内に上京を伝え、国柱会に入会していた
親戚の関徳弥には「さあこゝで種を蒔きますぞ」（大正 10 年 1 月 30 日関徳弥宛）と伝えて
                                                   
15 菅原は国柱会入会を「まさに嘉内の除隊めがけて起こした行動であった」（菅原 2010: 






月 25 日の消印で賢治から家出を知らせる手紙が届くと、1 月 27 日には「東京の友を思へ




1 月 30 日の嘉内宛の手紙からは、遂に嘉内が父や弟を捨てて上京し「一本立ち」したい
と賢治に書き送ってきたことが分かる。しかし、嘉内と同行できる千載一遇のチャンスであ
るにも関わらず賢治は嘉内の上京を止める。「お父様や弟さんを棄てるなんどは私ならば致




幸の事も許され申すかも知れません」（大正 10 年〔2 月上旬〕嘉内宛）と再び上京を止めて
いる。 
嘉内は 2 月 17 日の日記に「健吉よ、賢治よ遠き華世らよ、我には高き早春の空」、2 月
18 日の日記に「賢治の尊い運動、（中略）、みんないい人たちばかりだ」と書き、賢治に羨




しないまま 2 月 25 日に山梨教育会書記となり、日記に「始めて月給取になつた」と自嘲気
味に書き付ける。その後も嘉内は迷い続け、3 月 8 日の日記には「出でん家か／止まりて住
むべき家か、知らず知らず」と書かれるが（保阪・小澤 1968: 182）、5 月 23 日には山梨教
育会の理事長と酒を飲んで語り合い、「我将来の方向やゝ決定的に見ゆ」と書かれるに至っ
た（保阪・小澤 1968: 183）。 
 
（６）上京中の「動揺」 

























しかし、それだけが「動揺」を引き起こしたのではなかったと考えられる。7 月 1 日、嘉
内は甲種勤務演習のため上京する（保阪・小沢編著 1968: 183）。7 月 3 日の手紙では嘉内
からの会いたいという誘いに賢治が答えており、その返信として嘉内から場所や時間を知
らせる手紙が届いたと思われる。そして、賢治の手紙から 10 日後、7 月 13 日に賢治は関宛
に「動揺」を知らせる手紙を書いている。7 月 18 日の嘉内の日記には「七月十八日 晴／
宮沢賢治／面接来」と書かれ、ページの左上から右下へと斜線が引かれている。その後、19
日、21 日に多少記載されたのを最後に、嘉内の日記はしばらく途切れている。また、賢治
から嘉内宛の手紙も大正 10 年 10 月と 12 月、そして大正 14 年 6 月 25 日に、いずれも嘉
内からの手紙への返信が残されているだけである。このような事実から、7 月 18 日に賢治
と嘉内は再会したものの、その場で決別したと考えられている（保阪・小沢編著 1968: 183-



























































































暑い時には馬車屋の別当になればいい」と答えたというのだ（川原編著 1972: 15）。 
賢治の手紙を読み進めると「偉くなる」という言葉が唐突に登場し、否定されることに気
が付く。たとえば、大正 10 年 1 月中旬（推定）の嘉内宛の手紙では、東京での仕事のあて
を尋ねているが「勉強したいのです 偉くなる為ではありません この外には私は役に立
































とゝ存じ候（大正 7 年 2 月 2 日政次郎宛） 
 
 この手紙に書かれた賢治の「今後の方針」は「働きたく又勉強致したくと存じ候」（大正
7 年 2 月 2 日政次郎宛）ということである。「勉強」とは「法華経の心をも悟り奉」るため
                                                   
16 この他にも次のような箇所がある。「その様にして偉い和尚様になるのではありませ
ん」（大正 7 年〔8 月〕嘉内宛）。「いつになったら私共がえらくなるでせうかとあなたは二
様にも三様にもとれるやうな皮肉を云ってゐられますが比較的にえらくなるやうなことは












学を渋っており、徴兵検査もこれ以上延期せずに受けることを希望していた（大正 7 年 2 月
1 日政次郎宛）。 
賢治は徴兵検査の受検を断固として主張し続けている。それは、2 節で確認した通り、賢



























6 月 20 日政次郎宛）。政次郎は賢治のこのような態度を「忍耐力の少き事」として叱責した
とみられる（大正 7 年 6 月 22 日政次郎宛）。 




類を抽出して売るなど様々な構想を練って政次郎に手紙で伝えている（大正 7 年 6 月 22 日
政次郎宛）。しかし、賢治が提案する仕事は「山師的」なので「副業」として行う方がよい
（大正 7 年 6 月 22 日政次郎宛）、また、「勿論私は商業を為しては損をすべく候間技術上の
事に御使ひ下され度奉願候」（大正 7 年 6 月 24 日政次郎宛）と言い始める。そして、「右の
事業にて御蔭を以て一人前と相成り候はゞ東京へ参りて（十年や十五年後にても宜しく候）
もう一返語学（それ迄には独逸語は卒業致すべく候）や数学を勉強致したくと存じ候」（大
正 7 年 6 月 24 日政次郎宛）と、結局は「勉強」がしたいのだと訴えている。一方、政次郎
ものちに、このときの賢治の構想は「どうも夢みたいな事ばかりでして」と話している（小
倉 1983: 38）。 
6 月末に肋膜炎の診断をうけた賢治は、政次郎と話し合った結果、土性調査が終わった後、
家業の残務処理に従事することになる。しかし、12 月にトシの看病のために上京すると、
翌大正 8 年 1 月 27 日の政次郎宛の手紙で「終りに一事御願申し上げ候。それは何卒私をこ
の儘当地に於て職業に従事する様御許可願ひ度事に御座候」と唐突に東京での起業を願い
出ている。賢治の望む仕事は人造宝石の製造販売であったが、賢治の手紙からは政次郎も当






















候。先は右（大正 8 年 2 月 2 日政次郎宛。下線は引用者） 
 
賢治は 1 月 27 日、29 日、31 日の政次郎宛の手紙でも「失敗」に言及し、2 月 5 日の手
紙では、東京在住で政次郎の商売仲間である小林六郎が賢治の起業構想を「危ぶみ居られ」
たことまでわざわざ政次郎に伝えている。賢治の起業構想に反対する立場へと舵を切った
政次郎に対して賢治は「それ程迠稼ぐと云ふ事が心配なるものに御座候や」（大正 8 年 2 月




















大正 10 年 1 月、賢治は家族に無断で上京し、国柱会を訪ねた。しかし、この家出も奇妙
である。上京初日、賢治が身を寄せたのは政次郎の商売仲間である小林六郎の家であったか
らだ。賢治も自分の行動がおかしいという自覚はあったようで「家を出ながらさうあるべき







方がいいよ」と諭されていたと言う（奥田 1938: 17）。 
2 月に政次郎宛に上京後初めて手紙を書いているが、そこには「御帰正の日こそは総ての
私の小さな希望や仕事は投棄して何なりとも御命の儘にお使へ致します。それ迠は帰郷致





































































































































































































大明敦編著（賢治・嘉内生誕 110 周年記念会）、2007、『心友 宮沢賢治と保阪嘉内――花
園農村の理想をかかげて』、山梨ふるさと文庫。 





Khayyám, Omar, Rubáiyát of Omar Khayyám, A Comparative Printing of the First Four 
































大正 6 年 7 月 14 日から 15 日にかけて、20 歳の宮沢賢治は盛岡高等農林学校（以下、高
農）の後輩で同い年の友人・保阪嘉内と岩手山に登り、「我等と衆生と無上道を成ぜん」（大
正 10 年 1 月 30 日嘉内宛）という「絶対真理」（大正 9 年〔12 月上旬〕嘉内宛）を追求す
るという誓いを立てた。しかし、大正 7 年 3 月に高農を理由不明のまま除名されてしまっ
た嘉内に対して、賢治は自身が信仰する法華経によって「絶対真理」を追求しようと手紙で
繰り返し誘いかけるが、嘉内はかねてから理想としていた、故郷を模範農村に作り変える
「農人」活動へと進んでいく。大正 10 年 1 月、賢治は突然上京し、日蓮主義の在家集団で
ある国柱会へ向かった。そして大正 10 年 7 月 18 日、兵役中の嘉内と東京で久々の再会を
果たしたものの、そこで決別したと考えられている。 
そのわずか 1、2 か月後、賢治は 2 歳年下の妹・宮沢トシの病気の知らせを受けて帰郷し、
嘉内との決別から 1 年 4 ヶ月後の大正 11 年 11 月 27 日、トシを病気で失っている。トシ











り 1 冊目が大正 13 年 4 月に発行された心象スケッチ『春と修羅』であるが、この『春と修













着想した日であると考えられている（新校本第 3 巻: xx）。序を含め 70 作品が収められた
『春と修羅』第一集は、最初の日付が嘉内との決別の半年後の大正 11 年 1 月 6 日、最後の
日付が大正 13 年 1 月 20 日であり、この間にトシが亡くなっている。第二集は賢治自身が





































































                                                   




































                                                   
20 『春と修羅』初版本において、目次の各詩篇題名の下に日付けが付されていた（新校本









































































































































ないという（大澤 2005: 153-4）。 
















































   あけびのつるはくもにからまり 
   のばらのやぶや腐植の湿地 
   いちめんのいちめんの諂曲
てんごく
模様 





    琥珀のかけらがそそぐとき） 
   いかりのにがさまた青さ 
   四月の気層のひかりの底を 
   唾
つばき
し はぎしりゆききする 
   おれはひとりの修羅なのだ 














  ことなくひとのかたちのもの 
  けらをまとひおれを見るその農夫 
  ほんたうにおれが見えるのか 
  まばゆい気圏の海のそこに 




























賢治は、トシが亡くなった 1922（大正 11）年 11 月 27 日の日付で「永訣の朝」「松の針」
「無声慟哭」という 3 つの作品を残している。その後しばらく期間があいて、約半年後の
1923（大正 13）年 6 月 3 日の日付けで「風林」、6 月 4 日の日付けで「白い鳥」が書かれる
が、『春と修羅』ではこの 5 作品が『無声慟哭』と総称されている。さらに賢治は大正 12 年
7 月 31 日から 8 月 12 日にかけて、王子製紙株式会社樺太分社に勤める高農の先輩に農学
校の生徒の就職を依頼するために樺太まで一人旅をしている。この期間の日付けを持つ作




さらに、『春と修羅』第二集の「鳥の遷移」（1924（大正 13）年 6 月 21 日）、「〔この森を
通りぬければ〕」（1924（大正 13）年 7 月 5 日）、「薤露青」（1924（大正 13）年 7 月 17 日）
にはトシが登場している。また、「手紙四」と呼ばれる作品は大正 12 年頃に賢治が配布して
いたと言われている（文庫版全集 8 巻: 628）が、この作品の内容は「永訣の朝」と類似し
ている。さらに、賢治の代表作の 1 つである童話「銀河鉄道の夜」は、手入れの段階によっ
て第四次稿まで区分されているが、第三次稿は「大正末年には一応のまとまりを得ていたと













































































































































































7 年 12 月から翌年 2 月、東京で入院したトシを母・イチと賢治とで看病している。このと
き、賢治は甲斐甲斐しくトシの世話をし、父・政次郎宛に毎日のようにトシの病状を書き送











































































































































  どうしてもかんがへださなければならない 
  とし子はみんなが死ぬとなづける 
  そのやりかたを通つて行き 
  それからさきどこへ行つたかわからない 
63 
 
  それはおれたちの空間の方向ではかられない 
  感ぜられない方向を感じやうとするときは 













  私のさびしさはなほらない 
  わたくしの感じないちがつた空間に 
  いままでここにあつた現象がうつる 
  それはあんまりさびしいことだ 
    （そのさびしいものを死といふのだ） 
  たとへそのちがつたきらびやかな空間で 
  とし子がしづかにわらはうと 
  わたくしのかなしみにいぢけた感情は 












       《みんなむかしからのきやうだいなのだから 
64 
 
        けつしてひとりをいのつてはいけない》 
  ああ わたくしはけつしてさうしませんでした 
  あいつがなくなつてからあとのよるひる 
  わたくしはただの一どたりと 
  あいつだけがいいとこに行けばいいと 







  なぜおまへはそんなにひとりばかりの妹を 
  悼んでゐるかと遠いひとびとの表情が言ひ 
  またわたくしのなかでいふ 















  なぜこんなにすきとほつてきれいな気層のなかから 
  燃えて暗いなやましいものをつかまへるか 
  信仰でしか得られないものを 





  けれども悪いとかいゝとか云ふのではない 
  あんまりおまへがひどからうとおもふので 
  みかねてわたしはいつてゐるのだ 
  さあなみだをふいてきちんとたて 
  もうそんな宗教風の恋をしてはいけない 
  そこはちやうど両方の空間が二重になつてゐるとこで 
  おれたちのやうな初心のものに 




















































































のことである」（見田 ［1984］2001: 22。傍点は原著者）25。 
ブルカニロ博士の思想は「四次元空間」を想定したことで生じたのではないだろうか。時
間を含めた「四次元空間」には、F・W・ニーチェの永劫回帰思想のように、あらゆるもの
のあらゆる組み合わせが含まれている。そのため、この空間でならば「みんな」の 1 人 1 人
とジョバンニが単独性の水準で結んだ関係性が実現しているものとして含まれており、カ
ンパネルラとの関係性もまたその中の 1 つである。 
トシが行ったと賢治が考えている「青森挽歌」に書かれていた「感ぜられない方向」や「噴
火湾（ノクターン）」に書かれていた「わたくしの感じないちがつた空間」もまた「四次元










正 13）年 6 月 21 日の日付を持つ「鳥の遷移」では「時間」が１つのテーマとなっている。 
 
鳥がいっぴき葱緑の天をわたって行く 






   わたくしは二こゑのかくこうを聴く 
   からだがひどく巨きくて 
   それにコースも水平なので 





   それだけどこか気の毒だ 
   鳥は遷り さっきの声は時間の軸で 
   青い鏃のグラフをつくる 
     ……きららかに畳む山彙と 
       水いろのそらの縁辺…… 
   鳥の形はもう見えず 
   いまわたくしのいもうとの 



































 ……あゝ いとしくおもふものが 
  そのまゝどこへ行ってしまったかわからないことが 























































































































河鉄道を降りていく。ふたたびカムパネルラと 2 人になると、2 人は姉弟の姉から聞いた蝎
の話のように、みんなの幸せを求めて共に行こうと誓い合うが、カムパネルラは消えてしま
う。代わりに不思議な声の主であるブルカニロ博士が現れ、「あらゆるひとのいちばんの幸
福」（新校本第 10 巻: 174）について解題を行う。そしてジョバンニはふたたび地上へ戻っ
てくる。このように、「銀河鉄道の夜」第三次稿は「空の遠くの遠くの方」へ行くことを願
ったジョバンニが、ふたたび地上へ戻ってくる物語である。 
賢治は大正 15 年 3 月、勤めていた農学校を辞め、羅須地人協会活動の準備を始める。盛







































回生」の軌跡を作品化したものであるという（佐藤 1982: 19-20）。 
「聖なる世界」に行くということは「個的な執着を意志的に断ち切って、『あらゆるもの』
という普遍性へ歩を進めること」（佐藤 1982: 19）であり、「『あらゆるもの』への愛は、個
                                                   











から“類”への通路を見つけて回生することができた」（佐藤 1982: 23）のだ。 
 佐藤の議論は賢治が「銀河鉄道の夜」において「生の不可能性」という問題と、「『あらゆ
るもの』への愛」と「個への愛」とが両立しないという問題を抱えていると指摘している点




































































































                                                   
29 嘉内に宛てた賢治の手紙の中に「保阪さんのする様に一切の生あるもの生なきものの始




























































































ちゃんと標本室にある」のだという（新校本第 10 巻: 133）。しかし今や、その父親が乗っ
ているのは「密猟船」であり、父親は「監獄」に入っていると噂されている。ジョバンニも
また、朝は新聞配達、放課後は活版処で活字拾いをして働かねばならず、「ぼくはどんなに





















































































































に旅をしてゐたのだ」（新校本第 10 巻: 141）と思い 2 人で旅を続ける。白鳥の停車場で降
りてプリオシン海岸まで行ったり、鳥捕りがくれたお菓子のような鳥を食べたりしながら、



























































































































































































































































































































































































































大正 10 年夏、家出をして東京で暮らしていた 25 歳の宮沢賢治は、再び実家のある花巻
へ戻ってきた。しかし、その後も賢治は、盛岡高等農林学校（以下、高農）時代に共に誓い
を立てた親友の保阪嘉内との決別を引きずり、信仰を共にしていた最愛の妹・宮沢トシと死
別し、作品を執筆しながらこれらを巡って考え続けていた。一方、大正 10 年 12 月、賢治
は稗貫農学校の教師になり、大正 15 年 3 月までの約 4 年間、この学校で教師を続けた31。
賢治は作品世界とは別に、農学校教師として現実の世界を生きてもいる。本章では現実世界
を生きる賢治に焦点を当てていきたい。 
 賢治が勤めた頃の稗貫農学校は大正 10年 4月に開設されたばかりの 2年制の学校であっ
た。生徒は全校で 80～100 名ほど、校長と教諭は合わせて 4 人という小規模な学校である。
入学資格が高等小学校卒業（尋常小学校から通算の在学期間は 8 年）であったため、15 歳
前後の生徒たちが集まっていた。大正 12 年 3 月 31 日に町内で移転し 4 月に花巻農学校と
改称されるが、それまでの校舎は 50 坪ほどの小さな茅葺きの建物で、生徒たちが蚕を飼い
クワを担いで歩いていたため、地元の人々からは「クワっこ大学」と冷やかし気味に呼ばれ
ていた。この学校で賢治は、英語、代数、肥料、土壌など 1 日 2、3 時間の授業と実習を担














                                                   
31 賢治は大正 9 年にも花巻農学校の前身である稗貫郡立農蚕講習所で講師を務めている
（花巻農業高等学校八十年史編纂委員会編 1985: 9）。また、大正 15 年には花巻農学校で


































                                                   
32 読売新聞盛岡支局編（1976）は記者の稲谷章一が取材、執筆を担当し、昭和 50
（1975）年 4 月 1 日から昭和 51 年 3 月 31 日まで『読売新聞』岩手版に「いわて人国

























































































やらしていただきます」と引き受けたという（佐藤隆房 1970: 81）。 
しかし、教師になってからも、賢治は教師から役割距離を取ろうとしている。大正 10 年
12 月 3 日、農学校の養蚕室で赴任式があったが、賢治は丸坊主に洋服で出席し、校長から
紹介され、壇に上っても「只今御紹介いただいた宮澤です」とだけ言って礼をし、壇を下り
























































堀籠も白藤も大正 10 年 4 月の稗貫農学校開校時に教諭となっており、同年 12 月から勤
め始めた賢治より 8 か月だけ先輩になる。堀籠は明治 32 年生まれであり、明治 29 年生ま
                                                   
33 生徒の間ではほかにも「実際問題、シラカンバ、千五百円のトラクター」という代名詞






れの賢治より 3 歳年下で賢治着任時は 22 歳、盛岡高等農林学校を卒業後すぐに稗貫農学校
教諭に着任している。高農では賢治の後輩にあたるが、面識はなかったという（川原 1972: 
179（堀籠文之進）35）。賢治は彼を気に入ったらしく、堀籠が結婚する前は彼の下宿に頻繁
に遊びに行き、一緒に旅行に行くこともあった（佐藤成 1992: 272-3、新校本年譜編: 229、
253-4）。白藤は明治 22 年生まれで 32 歳、岩手師範学校などを卒業しており、農学校では
国語や算術など「普通科目」を担当していた。以前は浄土真宗の寺で修行をしていたが、彼
を引き取った僧侶が亡くなったため、師範学校へ進学し教師になったという経歴の持ち主































































（白藤 1939: 441）。羽田は藤原の発言に賛意を述べ、高日も芸術的な観点から批評した。 


































する以前は、賢治が週に 1、2 回、多いときは 3、4 回も彼の下宿を訪ねて来たと話してい



































































大正 11 年 11 月 27 日、妹のトシが亡くなり、賢治の心象スケッチは翌年大正 12 年 6 月









つき帰宅した事がある。（堀籠 1955: 2-3） 
 
堀籠によれば、賢治は「大正十二年の初め頃から私に家庭を持つことをさかんに誘めいろ





























に行かせて下さい」（大正 7 年 4 月 30 日保阪嘉内宛）、「私が友保阪嘉内、私が友保阪嘉内、












                                                   
38 賢治は退職前の奥寺にも結婚相手を紹介しようとし（森 1974: 55）、のちには藤原や教












































他にも授業時間に聞いた童話の話（読売新聞社盛岡支局編 1976: 109 など）や、英語の時
間の「スペリング競争」（佐藤成 1992: 97 など）、「学校までの行程を方程式で表しなさい」





































賢治は自作の脚本を使って生徒たちと演劇を始めた。大正 11 年 3 月、修学旅行生を迎える
ために上演したのを皮切りに、9 月には生徒たちから「バナナン大将」と呼ばれている「飢
餓陣営」を上演、大正 12 年 5 月 25 日の花巻農学校開校式には「植物医師」、「飢餓陣営」
を、大正 13 年 8 月 10 日、11 日にはそれぞれ昼夜 2 回、「飢餓陣営」、「植物医師」、「ポラ
ンの広場」、「種山ヶ原の夜」を上演したという証言等が残っている。 














（以上、読売新聞社盛岡支局編 1976: 146-55）。 
大原重業は「劇を始めてから、確かに学校の空気は変わって来たし、先生も大張り切りで、
よし、次は朝日座で発表しようじゃないかと言い出した」（読売新聞社盛岡支局編 1976: 112）


















だろう」と「とりたてて用意もせず」（読売新聞社盛岡支局編 1976: 130）ついて行き、3 人
で一晩中歩き回ることになった。晴山の話では、「志戸平、大沢、鉛、西鉛と四つの温泉全
部に入った」（森 1974: 74）ということなので、当時の花巻農学校から北西方向へ約 17 キ
ロ、現在でも徒歩で片道 3 時間 30 分ほどかかる道のりを歩いたことになる（Google マッ

















































支配された「生活」からの離脱の方向性は 2 つあるという。1 つが「まじめ」（当為）、そし
てもう 1 つが「遊び」である（井上 1973: 45-6）。「遊び」の本質は、日常的現実、したがっ





















































てくれたと話している（森 1974: 105）） 
42 ただし、賢治の家に学科を教わりに行っていたという教え子の菊井清人は、「学科を教
わる前に、詩と、法華経と、洋楽とそのうち一つか二つ、あるいは三つを話して下さるの




































らしながらも少しもおそろしくありませんでした」という（関 1970: 180）。 
                                                   
43 佐藤成によれば、当時の農学校を含む中等学校は、「村医者の長男か名主長者の子息が
その名声故に目指すところと村の相場が決まっていた」（佐藤成 1992: 119）。 
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14 年 12 月 20 日岩波茂雄宛）は、「社会的次元」とは異なる「生命的次元の倫理」である














 しかし、大正 15 年 3 月、賢治は突然、花巻農学校を辞めてしまう。賢治は辞職する直前
まで生徒たちにも同僚にも辞めることを話していなかった。大正 15 年 3 月の春休み、学校
の講堂前の立ち話で初めて「こんど、わたし学校をやめますから」と伝えられたと堀籠は言
う（佐藤成 1992: 411、森 1974: 108）。「私たちが 1 年をおえる時、突然、先生が学校を辞
めた。みんなショックを受けた。私は何も知らず、辞めるという日、廊下で先生から署名入
りの写真をもらっただけだった」と柳原昌悦は言う。柳原によれば、一部の生徒たちは賢治


































































梨日日新聞に勤め大正 14 年 3 月に結婚、そして、その年の 5 月、山梨日日新聞を退社し、
同社の遊軍記者を勤めながら再び生家で農業を始めている。翌年 1 月には賢治と決別した
直後に中断していた日記も再開し、農村改良運動や青年教育に取り組んでいくことになる

























































































































宮沢清六、1969、「兄賢治の生涯」『宮沢賢治研究 宮沢賢治全集 別巻』筑摩書房: 242-
55。  





















Google マップ https://www.google.co.jp/maps 2016 年 10 月 12 日検索。 
『岩手日報』1924 年 8 月 13 日夕刊 





















































上述の通り賢治は大正 15 年 4 月、花巻川口町下根子桜にあった宮沢家の別荘で暮らし始
める。桜はもとは根子村の一部であったが、大正 12 年に賢治の実家がある花巻川口町と根
子村が合併したため、賢治が住み始めた頃は花巻川口町の一部となっていた。とはいえ、0.4
方里に人口 2000 人弱で 6 割以上が農家であった根子村に対して（高橋 1925: 236-41。大正
12 年 5 月現在）、花巻川口町は 0.3 方里と根子村と面積はほとんど変わらないにもかかわら
ず、人口は 6000 人を超え農家は 2 割程度、株式会社等を 13 も擁している（高橋 1925: 184-




の 2 が地主所有になったと憂いている（照井又左エ門 1972: 3-4）。 
羅須地人協会の活動期間は、賢治が桜で生活していた期間とはずれているようだが、開始
時期も終了時期も明らかではない。賢治自身は旧盆の 16 日に設立し、この日を「農民祭日」
とする（「旧盆 16 日」とは大正 15 年 8 月 23 日にあたる）と農学校の教え子・菊池信一に
話している（菊池信一 1981: 287）が、新校本年譜編は、この日に何か催された記録はない







とと関係があるようだ。大正 14 年に治安維持法が公布・施行され、2 年後の昭和 2 年は「翌
年昭和 3 年は岩手県下に大演習が行われ行幸されることもあって、この年は所謂社会主義










圓五郎）45）が、昭和 3 年 6 月には仙台や東京、伊豆大島を訪ねており、「六月中東京へ出
て毎夜三四時間しか睡らず疲れたまゝで、七月畑へ出たり村を歩いたり、だんだん無理が重




















るのであります」（昭和 2 年 1 月 30 日伊藤清一宛）と書いている。この手紙が書かれた昭
和 2 年 1 月は桜に住み始めて 8 か月になるが、このときは「技術」とは別の「一科の学」
                                                   
44 「ポラーノの広場」ではキューストが警察署から出頭命令を受けているが、出頭すべき
日付は 1927（昭和 2）年 6 月 29 日となっている。小原は「丁度この日付の頃『桜』に賢








年 6 月 3 日、賢治は県知事あてに「一時恩給請求書」を提出しているのだが、そのさい添付
した履歴書に退職理由を「農民芸術研究ノ為メ」と記している（新校本年譜編: 317）。また、
この手紙のひと月前、大正 15（昭和元）年 12 月 2 日から 12 月 29 日まで賢治は上京して






要るのであります」（大正 15 年〔12 月 15 日〕宮沢政次郎宛）。また、エスペラント語につ
いては、東京で顔を出した太平洋学術会議で出会ったフィンランド公使に「著述はエスペラ
















                                                   
46 『岩手日報』には大正 15 年 4 月 1 日、翌年昭和 2 年 1 月 31 日に羅須地人協会に関して
賢治へのインタビュー記事が掲載されているが、いずれも「技術」への言及はなく、「生活
則ち芸術の生がいを送りたい」（大正 15 年 4 月 1 日）、農民劇、農民音楽の創設をしたい













使ったレコードコンサート（新校本年譜編: 313）、農民演劇の練習（1927（昭和 2）年 1 月
31 日岩手日報、森 1974: 158）も行っていた。また、大正 15（昭和元）年から昭和 2 年に
かけての冬季は賢治が講師となり、農業に必要な化学や、土壌学、植物生理学、肥料学、そ
して「地人芸術論47」やエスペラント語（エスペラント語は予定）の無料講義が行われた48
（新校本年譜編:323, 341-350）。講義には若者を中心に 15、6 人ほどの人が集まっていた
（飛田 1981: 281（佐々木圓五郎））という証言や、20 人くらいの人が集まり 20 歳以下は
4、5 人で 50 歳くらいの人もいた（菊池正 2007: 36（伊藤与蔵））という証言などがある。
また、「定期の集まり」も予定していた（新校本年譜編: 323）。この集まりでは、冬間製作品
分担の協議、製作品・種苗等交換売買の予約、新入会員に就いての協議、持寄り競売などが
予定されており、このうち、持寄り競売（飛田 1981: 284、伊藤克己 1981: 280 など）と冬
間製作品の分担（新校本年譜編: 336、伊藤克己 1981: 280 など）については実施されたと
いう記録がある。 
しかし、これらの活動は継続しなかったものが多い。楽団のメンバーで桜の家の近所に住










（千葉 1955b: 11、千葉 1950b: 21-2）。農民演劇については上記以外の記録が見つからない。
                                                   
47 伊藤清一は「農民芸術概論」の講義を聞いたと話している（関 1995: 418）。 
48 伊藤克己（勝己と表記されているが克己の誤りか）によれば、克己と賢治の農学校の教
え子の菊池信一とで、羅須地人協会で冬季に開かれていた講座に「労農芸術学校」と仮名
をつけていたと言う（関 1995: 353）。 
125 
 
講義も上記以外の記録がなく、昭和 3 年 2 月初旬、講義資料を作るために使われた謄写版
と思われるものを賢治は労農党稗和支部へ寄付している（新校本年譜編: 361-2,366）。定期
の集まりも上記以外に記録がなく、冬間製作品は分担したものの「何れも実現するに至らな
かった」（伊藤克己 1981: 280、新校本年譜編: 336）と伊藤克己は書いている。 
 活動は桜の家の外にも広がっている。大きく分けると、①肥料相談、②現地指導、③農事
講演に分けられる。ただし、飛田三郎（1981）による農民への聞き取りや、農学校の教え子




280）。また、昭和 3 年 3 月 15 日から 27 日までと 3 月 30 日に好地村塚根で行った肥料相
談は農学校の教え子である菊池信一が協力しており、30 日については菊池の手で比較的詳
細な記録が残っている（菊池信一 1981）。それによれば、町長らの協力で町中にポスターが





さらに、賢治は村々の田を回って現地で指導をしていた。昭和 3 年（推定）7 月には湯
本村に住む教え子の平来作からこわれ稲熱病が発生した田んぼの駆除予防法をアドバイス







太田 湯口 宮の目／湯本と好地 八幡 矢沢とまはって行かう」と書き込んでいる。こ
れは現地指導の範囲を示していると考えられるが、この範囲は現在の花巻市の中部から西
部と北上市の北の一部に該当する。 




















異なる。家は柿葺木造 2 階建てで、1 階は、三方を廊下に囲まれ押入れと床の間がついた 8
畳の座敷と、同じくらいの広さの板の間、そして玄関、風呂場、トイレがある。2 階は押入
れと床の間が付いた板の間の 1 間である49。また、家の北側には井戸があり、そこから一段
低い場所に炊事場が設けられていた（小倉 1978: 310-1）。 





沸かさず炊事場で水浴びをしていたといわれ（小倉 1978: 310）、布団は 1 階の部屋に万年





（佐藤隆房 1970: 193）。賢治は稲作をしておらず米は町で購入し（千葉 1955b: 71、飛田




と話したという（森 1974: 217）。 
この時代の賢治を知る人の多くが、賢治の服装について証言している。彼らは一様に、賢






履いていた（照井謹二郎 1939: 408、菊池信一 1981: 284、佐藤隆房 1970: 208）、麦わら帽
子をかぶっていた（川原 1972: 250（小菅健吉）、佐藤隆房 1970: 195）などと証言が続く。 





























                                                   
50 森荘己池は賢治の畑は、家のすぐ近くの杉林に囲まれた 3 反余りと、北上川の近くの 2
反 3 畝の 2 か所であったとしている（森 1974: 217）。 































ひき ののはらかけ したぎこ 手拭 ののわたいれ（わたはながこ） はんど てつぼそ
で へだらまき 手甲（てっか）」（熊谷 1967: 4）というものであったとされている。賢治
が来ていた作業服とは全く異なるものであり、当時の賢治を知る人々が賢治の服装につい
















































                                                   
53 ただし、井上は、賢治は「農民としては挫折した」が、彼が「やりたいと思い、しかし
十全にはやれなかったもののリスト」を見ると、彼の「祈りのようなもの」が込められて




































（森 1974: 217-8） 
 
                                                   


























































































































































                                                   
56 浜垣誠司「宮澤賢治の詩の世界」「『饗宴』詩碑」














































































忠 そう考えられそうなこともあったな。（関 1970: 26658） 





























                                                   
本の農民は、肉体労働と性欲だけの生活を古い時代から押しつけられて、精神労働を犠牲
に、ただ二つだけでやってきたのですからね」と話していたという（森 1974: 165-6）。 






























































大正 15 年 1 月から 3 月に花巻農学校を会場に開催され、各町村役場から推薦された、篤農
家や青年団活動に熱心な人びとが集まっていた（新校本年譜編: 331）が、賢治は彼らに対
して「農民芸術概論」の講義を行っている（関 1995: 418（伊藤清一））。また、上述の通り




編著 1984: 214-33）もまた残されている。このノートによれば、大正 15 年 2 月 27 日から




























































































                                                   
60賢治が住んでいた桜を含む地区は現在、花南地区と呼ばれているが、花南教育振興協議
会編（2001）によれば、火祭り（火防祭）は防火を祈願する祭りで、かつて花南地区の各
地にあった。例えば、花南地区の中の成田では毎年 2 月 14 日に「地域をあげて山車・手
踊りを用意」したり「思い思いの仮装」をしたりして神社に参集し、防火祈願ののち、街



































































































































しているが、おそらくその通りであろう。桜の家に住み始めてすぐの 1926（大正 15）年 5
月 2 日の日付をもつスケッチで、賢治は「ぎちぎちと鳴る 汚い掌を、／おれはこれからも
つことになる」と書いている。では賢治の手はどのような手だったのか。伊藤与蔵によれば、




















                                                   
61 他にも、1926 年 7 月 15 日「〔驟雨はそそぎ〕」、1927 年 3 月 23 日「〔山の向ふは濁っ

















































































































たのしくあそんで過ごした」北上川の「青じろい頁岩の盤」（1926 年 10 月 9 日「煙」）の
方を眺めたり、「つらなる黒い林のはてに／また亜鉛いろの雪のはてに／ノスタルヂヤ農学










   からだを投げておれは泣きたい 
   けれどもおれはそれをしてはならない 
   無畏 無畏 
















































照井又左エ門、1972、『光をもとめて――協同組合運動 40 年』川嶋印刷。 
千葉恭、1950a、「宮澤先生を追ひて（三）――大桜の実生活」『四次元』1950.5（7): 15-6,8。 
――――、1950b、「宮澤先生を追ひて（四）」『四次元』1950.7（9): 21-3。 
――――、1955a、「羅須地人協会時代の賢治」『イーハトーヴォ』復刊 No.2: 10-6。 

















































































いるのは 14 種類の手帳と 4 種類の手帳断片である（小倉 1996: 5-6）。それらはいずれも羅
須地人協会時代以降に使われていたと推定されている（新校本第 13 巻上校異篇）6364。 
                                                   













昭和 3 年 8 月、賢治は発熱して実家に戻り、医師からは両側肺浸潤と診断される。その
後、一時期、羅須地人協会があった下根子桜の家へ戻るものの、ふたたび実家で病臥し、同
年 12 月には急性肺炎になる。翌昭和 4 年 9 月には賢治は「病勢怠り多少の仕事も致し居り





翌昭和 5 年 1 月から 3 月には農学校の教え子たちに宛てて病気が治ったと書いた手紙が
残っている（昭和 5 年 1 月 1 日冨手一宛、〔2 月〕9 日沢里武治宛、3 月 30 日菊池信一宛）。
この年は、賢治は家の庭で花や野菜を育てたり、依頼されて雑誌へ作品を寄稿したり、作品
の執筆や手入れをしたりしていた。 








































































店がつぶれてしまう』と叱られ」ていたという66（小倉 1982: 37）。 
これだけのことを考え合わせると、羅須地人協会時代の賢治が農村に住み「本統の百姓」
になろうとしたことには、町で農民相手に商売をしていた政次郎に対抗する意味も含まれ










                                                   
65 のちに賢治は自分の手帳に「大都郊外ノ／煙ニマギレントネガヒ／マタ北上峡野ノ松林

































































































































































とでありますので、何かお役に立てば甚幸甚であります」（新校本第 14 巻: 161）と書いて
いる。また、昭和 5 年 9 月には来春から工場製品の広告・売り込みに従事してもよいと手
紙を出し（昭和 5 年 9 月 2 日鈴木東蔵宛）、工場を訪問、翌日には「資金調達に関する趣意
書乃至計画書の如きもの」（昭和 5 年〔9 月 14 日〕鈴木東蔵宛）を作成してもよい旨を書き
送っている。 
その後も、賢治は広告・売り込みにかかわりたい旨の手紙を出し続け、翌昭和 6 年 1 月、
                                                   













































































































てくる。また、昭和 6 年 9 月 8 日から岩手県農事試験場等が記念事業として盛岡市で開催
                                                   
69 賢治はこの仕事を引き受けるにあたり、2 月 25 日に高農時代の指導教授・関豊太郎宛
に手紙を書き、引き受けてよいものか相談をしている。関は稗貫郡土性調査を踏まえ『岩












語した」という（宮澤賢治 1977: 676（年譜の昭和 6 年 7 月 2 日））。また、壁材料売り込み
の途中に偶然出会った盛岡中学校の先輩は、賢治が「『これなんか教会にいいぢゃごわせん






木實 1986: 91-2。軍馬補充部の詳細は異説あり）。また、4 月には政次郎も砕石工場を訪れ
ている。鈴木豊によれば、政次郎は花巻に壁材料の工場を建設することも考えていたという
















                                                   
70 森荘巳池は昭和 6 年 7 月 7 日の自分の日記を公開している。その日記には、この日に森
が賢治と会ったさい、賢治は「広告の書き方と註文のとりかたがうまくて、六十車より生
産力のない工場が、百車分ほど作らなければならなくなり、職工の人にこぼされたので酒































セキセイインコわが側に来る（新校本第 13 巻上: 303。「王冠印手帳」） 
 
また、「孔雀印手帳」には国産振興北海道拓殖博覧会への出品のため岩手県庁へ工場製品
の標本や広告を持参した昭和 6年 6月 17日頃に書かれたと推測されている次のような書き
込みがある。工場の製品について「やゝ心にもなき」宣伝文句を書いて県庁を出ると、木々




























児らいぶかしきさまに眉をひそめみる（新校本第 13 巻上: 140-4「孔雀印手帳」） 
 




























































（新校本第 13 巻上:327）と書き込まれている。また、「兄妹印手帳」には「電塔 あゝきみ









































































































東北砕石工業技師の実践を挫折させたのは、再び「からだ」であった。昭和 6 年 9 月 20
日、賢治は壁材料の売り込みのために上京した。この上京は、賢治自身、「建築材料にて打




















































































































「春と修羅」第二集、第三集と現在呼ばれている心象スケッチの一部は昭和 8 年 6 月に作
られた通称「定稿用紙」へと書き込まれていく。昭和 4 年から制作を始めた文語詩は、昭和
8 年 8 月 15 日に「文語詩五十篇」の推敲を終わり「現在は現在の推敲を以て定稿とす」と








みじみ語ったことがあった」（小倉 1996: 16）。 
















































































































































なお、原則、章ごとに 2 枚の図を提示していくが、1 枚目の図は賢治が抱えた矛盾や葛藤の






2 章では高農卒業後 3 年 9 か月の迷走期を扱った。大正 7 年 3 月に高農を卒業したのち、






































































3 章で扱った「同行する媒介者」は嘉内と賢治の妹のトシである。賢治は大正 10 年 7 月

































































































































 5 章では農学校教師時代の現実世界を扱った。大正 15 年 3 月、賢治はのちに「楽しかっ










































































































































7 章では、東北砕石工場技師時代とその前後の病床期を検討した。昭和 4 年 10 月、東北
砕石工場の工場長であった鈴木東蔵が療養中の賢治の元を訪ねて来る。彼こそが「みんな」
と共に「あらゆるひとのいちばんの幸福」へ向かう新たな方法をもたらすことになった。病













































































































































































































































































































































































































































































































































                                                   









絶えずおわび申しあげお答へいたします（昭和 6 年 9 月 21 日宮沢政次郎・イチ宛） 
 
この遺書を読んだ政次郎やイチは「お題目」を唱えることもあったのではないだろうか。 
 遺書は賢治が亡くなるちょうど 2 年前の日付けで書かれているのだが、その約 1 か月後









































政次郎は昭和 32 年 3 月 1 日、83 歳で亡くなった。 
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